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屋久島の森林をめぐる歴史過程(年表の見方)
平野悠一郎(東大)
屋久島の森林をめぐる歴史過程は極めて複雑。但し、森林ゾーニング
のなされ方に注目すると、幾つかの段階に整理できる。(。は各時期にお
ける論点)
( 1) r誰が所有・利用するかJを中心にゾーニングが行われた時期
藩政期からの継続と変化(I868'"'"' 1879年)
~西南戦争による資料の消失~
この時期には、藩政期のゾーニングをもとに、旧来の森林利用形態が
継続していた可能性が高い。→西南戦争に伴う地租改正事業の遅れ。
但し、商人や士族といった島外の個人が屋久島の森林資源を積極的に
利用し始めている。
。大山県令による一連の伐採許可と集落住民の反応に注目!
ヲ陵 地租改正事業に伴う森林の官有地化(I879 '"' 1889年)
1879年:地租改正事業=第 l次官民有区分 →当時の山林面積の約
98.7%が官有地化。
。 何故、これだけの割合が官有地化されることになったのかに注目!
・1886年:宮之浦派出所設置 →官林における取締が強化される。
女 官民有山林境界踏査と国有林下戻行政訴訟(I89'"'"' 1921年)
1889年:官民有山林境界踏査=第2次官民有区分
→官林規制強化と相候って、集落住民の生活は困窮。陳情・盗伐が相次ぐ。
(地租改正事業の際は、藩政期の区分を一新して島全土に渡って官有地化が
なされたイメージ。しかしこの時期には、従来から集落住民が、日常生活に
おける薪炭材を確保していた地区に対してゾーニングが及んだようだ。)
1899年 r国有林土地森林原野下戻法」発布。
→上屋久・下屋久(現:屋久)両村は、相前後して下戻申請を農商務省に
提出。しかし、 1903年、申請却下。
1904年:両村各大字、却下を不当として国有林野下戻請求の行政訴訟
を起こす。
→以後 16年に渡って訴訟が継続。結果、原告の敗訴。以後、島の大部分が
国有林経営の下に置かれることが確定。
。 原告側の訴訟代理人の存在に注目! →浅野総一郎…島外資本による
森林資源への注目を示すもの。
* 屋久島憲法の制定と第 l次施業案の実施(1921'"'"'1931年)
1921年:屋久島国有林経営の大綱(屋久島憲法)→委託(共用)林、
部分林が画定。
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。 結 局 、 一 連 の 訴 訟 で 集 落 住 民 が 要 求 し た の は 、 「 薪 炭 材 供 給 の た め の
共 有 地 確 保 」 だ 、っ た の か ? そ れ と も 「 屋 久 杉 の 伐 採 に よ る 利 益 追 求 」 だ 、っ
た の か ? … 後 者 に 関 し て は 、 島 外 資 本 が 後 押 し し た 可 能 性 も 。
→ 改 め て 、 こ の 過 程 で 、 集 落 住 民 、 原 告 代 理 人 、 農 商 務 省 と い っ た 各 ア ク
タ ー が 、 ど の よ う に 絡 ん で い た の か 探 る 必 要 あ り 。
国 有 林 施 業 の 本 格 化 → 1923 年 : 第 1 次 施 業 案 が 編 制 。
→ そ の 内 容 は 生 態 面 に も 配 慮 し た も の 。 メ イ ボ ク ヤ ク ス ギ は 禁 伐 。
= 背 景 と し て 、 各 界 に 屋 久 杉 を 保 護 す べ き と い う 意 見 が 既 に 存 在 し た 。
1921 年 、 愛 子 岳 周 辺 の 1 . 3 0 6 h a 、 及 び 石 塚 山 ~ 国 割 岳 3， 107ha が 学 術 参
考 保 護 林 と し て 指 定 。 → 屋 久 島 に お け る 保 護 林 の 起 源 。
< … こ こ で 、 「 誰 が 所 有 ・ 利 用 す る か 」 を 目 的 と し た ゾ ー ニ ン グ は 一 段 落
す る
( 2 )  r知 何 に 資 源 と し て 効 率 的 に 利 用 し て い く か 」 を 中 心 に ゾ ー ニ ン
グ が 行 わ れ た 時 期
女 戦 争 の 勃 発 と そ の 拡 大 に 伴 う 森 林 開 発 0 9 3 1 ""'1945 年 )
~ 全 般 的 に 資 料 が 少 な い ~
国 有 林 内 の 伐 採 施 業 区 や 委 託 林 区 の 拡 大 ( 1 931 年 : 第 l 次 検 定 → 準 施
業 制 限 地 の 縮 小 )
→ 国 有 林 地 に お け る 木 材 生 産 、 及 び 、 委 託 ( 共 用 ) 林 等 に お け る 民 力 を
利 用 し た 特 殊 林 産 物 生 産 ( 特 に 木 炭 ・ 樟 脳 等 ) の 増 大 が 見 込 ま れ る 。
。 委 託 林 地 の 目 的 が 変 化 !
→ 新 炭 材 の 供 給 地 か ら 、 民 力 を 利 用 し た 軍 需 物 資 の 生 産 地 へ 。 委 託 林 実 行
組 合 ( 木 炭 ) が 各 集 落 に 相 次 い で 成 立 。
*  戦 後 開 拓 と 木 材 生 産 ( 1 945""' 1964 年 )
国 有 林 面 積 の 縮 小 → 戦 後 開 拓 へ の 用 地 確 保 が 恐 ら く そ の 原 因 。 新 植
民 の 増 加 に よ っ て 、 幾 つ か の 開 拓 集 落 が 聞 か れ て い る 。
委 託 ( 共 用 ) 林 地 の 面 積 縮 小 と 、 木 材 生 産 へ の 役 割 の 転 換
→ 木 炭 ・ 樟 脳 生 産 経 営 が 戦 争 の 終 了 と 共 に 悪 化 。 委 託 林 実 行 組 合 が 相 次 い
で 解 散 。 そ れ に 伴 い 国 有 林 施 業 地 区 に ゾ ー ニ ン グ し 直 さ れ た ?
→ そ こ で 、 積 極 的 な 木 材 ・ パ ル フ 材 生 産 へ と 利 用 方 針 を 転 換 。
1961 年 : 屋 久 島 林 業 ・ 森 林 開 発 公 社 の 設 立 。 = 共 用 林 地 に お け る ヤ ク ス
ギ 部 分 林 増 設 。
1963 年 : 屋 久 島 森 林 開 発 株 式 会 社 の 設 立 。 = 前 岳 等 の 広 葉 樹 林 を パ ル プ
材 と し て 伐 採 。
国 有 林 に お け る 人 工 林 化 の 拡 大 (1961 年 : 屋 久 島 森 林 開 発 計 画 の 策
定 ) → 普 通 施 業 区 に あ た る 第 2 種 林 地 の 面 積 24 ，7 9 8 h a の う ち 、 そ の 78 % に
あ た る 15 ，5 5 2 h a を 30 年 内 に 伐 採 し て 人 工 林 化 す る こ と が 目 標 と さ れ た 。
。 戦 後 の 森 林 利 用 の 変 化 を 詳 し く 探 る 必 要 !
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<…以下の時期からは、ゾーニングにおいて、この 「如何に資源として効率
的に利用していくか」という目的が薄れていく
(3) r如何に保護管理を行うか」を中心にゾーニングが行われた時期
女 国立公園指定と自然保護運動の興隆 0964"-'1972年)
1964年:霧島・屋久国立公園に指定。
1960年代後半:自然保護運動の勃興。
→主に奥岳の貴重な森林生態系と屋久杉原生林を、国有林施業による開発
から守ろうというもの。
→林野庁:藤村調査団を派遣。結果として保護林の増設、展示林の設置に
踏み切る。し
かし、その他の地区の天然林伐採は依然として継続。
女 自然保護運動の高揚と林業の表退 0972"-' 1993年)
1972年:屋久島を守る会結成。→これに対抗して、屋久島住民の生活
を守る会が結成。
=以後、様々な形で運動を展開し、保護のためのゾーニングに影響を与え
ていく。
→1975年:花山地区が原生自然環境保全地区に指定。
→1983年:瀬切川流域の保護林指定、国割岳北斜面の国立公園第 l種特別
地域編入。
・島内外の屋久杉保護意識の高まり
→1982年:屋久杉の成木伐採停止が決定。
→1986年:屋久杉土埋木対策協議会の結成、土埋木島外持ち出し禁止運動
の展開。。自然保護運動及びそれをめぐる動向に今一度焦点を当てる必要!
→森林をめぐって複雑化した利害関係を明らかにする上で、大きな鍵を握
る。。両町議会の動きに注目!
→上屋久と屋久の温度差等、やはり森林をめぐる人間関係を理解する上で
鍵を握る。
逆に、国有林を中心とした屋久島の林業経営はこの時期表退の一途を
辿る。
→全国規模での林業表退に連動。
→保護運動や環境意識の高まりを受けて、公益的機能を重視したゾーニン
グを進める。
=保安林の指定増加(土面川土砂災害等の影響?)、森林生態系保護地域
0991年)の指定等。
安 世界自然遺産登録とその後 0993年~現在)
1993年:奥岳を中心に世界自然遺産に登録。森林観光地としての外部
からの注目が高まる。
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→ そ の 素 晴 ら し さ ば か り が 強 調 さ れ 、 歴 史 的 な 森 林 を め ぐ る 複 雑 な 関 わ り
が 、 見 え づ ら く な る 傾 向 に 。
*  今 後 の 課 題 : 歴 史 的 な 森 林 を め ぐ る 人 間 関 係 の 複 雑 さ を ど う 解 き
ほ ぐ し て い く か 。
そ れ ぞ れ の 時 期 に お い て 、 森 林 を め ぐ る 人 間 関 係 を 映 し 出 す と 思 わ れ
る 個 別 事 例 に 対 す る 分 析 を 進 め て い く 必 要 性 。 ( → 。 の 論 点 を 参 照 。 )
か な り 流 動 化 し て い る 個 別 の ゾ ー ニ ン グ の 過 程 を 一 つ 一 つ 追 っ て い く
必 要 性 。
- そ の 際 に お け る 幾 つ か の 分 析 視 角
l . 内 - 島 外
2. 森 林 を め ぐ る 立 場 ・ 利 害 関 係 の 整 理
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